
夢は夜ひらく
コロナの感染拡大に伴う休業や失業等により生活に困窮する人が急増している。私たちは、全国の法律家、労働組合等と連携して全国一斉
「コロナ災害を乗り越える　いのちと暮らしを守る何でも電話相談会」を実施してきている。相談は、様々な仕事で働く人から寄せられ、
居酒屋、キャバクラ、スナックなど、夜働く人からの相談も多い。

テレビでは、経産大臣や都知事が「夜の街」の感染が拡大していると盛んに繰り返している。「夜の街」。この言葉には人間が見えない。
本当は、朝早くに仕入れをし仕込みをして暗くなると赤提灯を灯すオジサンだったり、子どもに惨めな思いをさせたくないとダブルワーク
で必死に働き店に出るシングルマザーだったり、ブラック企業で搾取され借金を抱えてようやくソープランドの仕事にたどり着いて収入が
安定した青年だったり、潰れそうな店を長年やりくりして酔っ払いに愛されるバーのママだったり。そういう１人ひとりの小さいけれど大
切な人間の顔や生を見えなくする無機質な言葉だ。一括りにして人々から想像力を奪い、自分とは違うと思わせる言葉。分断を生み、切り
捨てる道具となる言葉。

先日、NHK・BS「”はぐれ者”たちの新宿歌舞伎町」を観た。学生運動の後。新宿で踏みつけられてもはい上がって４５年間麻雀店を
営んできた女性店主のドキュメンタリー。新宿御苑を歩き、いつもの場所で足を止める。「この生き物のオアシスは、人と自然の力のバラ
ンスでできあがっている環境で、採集などの影響により、たちまちに復元能力がうまく働かなくなる」と書かれている。読みながら、たち
まち崩れて変化してしまうのは、人の街も同じだと語る。「新宿っていうのはさ。どっかの街で負けてきてそれで新宿に来て、そしてなん
かそこで生きる希望をね、見出して、そして生きたっていう、そういう人たちが、私もそうかもしれないけど、そういう人たちがすごく多
いのね。」「大きな力によって、こういう隙間で生きなきゃいけない人たちやなんかを追い出してはいないんだろうけど、そのような方向
に来ているわけよね。」「どうかね、一種類の優等生のピカピカな街にならないで多様性をもったものを大事にして、そして、片隅でしか
生きられない、隙間でなきゃ生きられない人たちに必ず光を当てて、そしてこの連鎖によってね、そうじゃなきゃ、新宿の街っていうのは
成り立たないんですよ。」。

コロナ禍は、「経済」に偏り、人間と自然のバランスを壊してきた私たちへの問いかけだと思う。「夜の街」と言うなら、街に生きる１人
ひとりの人に光を当てて、知恵を絞り、力を尽くし、自分の命と同じように、多様な命を支えるべきだ。そうでなければ、夜の街から昼間
の街へ、「コロナで死ぬことより、いかに毎日を生き抜くか」を考えるほかない人から、ソファでティーカップを手にする者の足元へと感
染は広がっていく。連鎖の中で、利己的でも、自己責任でも生きられない社会で、「人間の街」をどう成り立たせるか、今、この社会に生
きる人間の真価が問われている。「コロナ災害を乗り越える　いのちと暮らしを守る何でも電話相談会」（フリーダイヤル０１２０－
１５７－９３０）は、８月８日（土）、１０月１０日（土）１０時から２２時まで実施します。お困りのこと、是非、ご相談ください。

(弁護士　猪　股　　正）

【関連動画等】
圭子の夢は夜ひらく／藤圭子 – YouTube
三上寛 夢は夜ひらく – YouTube
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https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://www.youtube.com/watch?v=bynoUmokWaI
https://www.youtube.com/watch?v=4wTQlb5KUJU


（事務所ニュース・2020夏号掲載）

欲を張る(弁護士　南木　ゆう)
2018年４月に第二子を出産し、子供が２人になりました。子供が２人になっても大変さが２倍になる訳ではないと聞きますが、お姉ちゃ
んのイヤイヤ期と赤ちゃん返りもあって大変さは４倍になった気がします。
でも、２人で一緒にキャッキャ笑い転げて遊んでいるときの可愛さも、大変な１日を終え２人が並んで寝ているところを見る幸せな気持ち
も４倍になりました。
弁護士としては、６年目を迎えます。子育てをしながらも仕事を続けるということは、私にとっては非常に大事なことですが、周囲の理解
とサポートなしにはできません。いつも暖かい言葉をかけて下さる依頼者の方々や、気遣いフォローして頂いている事務局さん・先生方に
感謝しています。子供が小さいうちは、急に休まなくてはいけないこともあるので、大きなチャレンジはできませんが、初心を忘れず、当
事務所だからこそ関われる大きな事案にも意欲をもって取り組みたいと思っています。
また、昨年（2018年）１年は、自分の自由な時間がとれなかったので、今年は仕事と子育てだけでなく、テニスも再開したいし、美味
しいお酒も飲みに行きたいし、あ！あの先生今度奢ってくれるって言ってたな…と欲がつきませんが、本年もよろしくお願いいたします。

弁護士　南木ゆう

民事信託・ホームロイヤー(弁護士　月岡　朗)
最近、民事信託や家族信託についての相談が増えてきました。
成年後見制度では、家庭裁判所などの監督もあり、高齢者の希望する生活を実現しにくい現実があります。これに対して、民事信託やホー
ムロイヤーは、高齢者が希望する生活を実現しやすい制度です。そのため、自分の希望する生活を送りたいと思い、民事信託やホームロイ
ヤーの利用を検討する人が増えているのです。
自分の好きに生きたいと思うのと同じくらい、自分の希望どおりに亡くなっていきたいと思うのは自然なことです。例えば、身体が不自由
になったときに、自宅で過ごすのか、施設で過ごすのか。回復の見込み病気のときに、人工呼吸器をつけて延命治療を望むのか、延命治療
を望まないのか。高齢者の希望に沿った対応が実現できたらと思う場面は少なくありません。
しかし、終末期にはご本人の意識が無かったり、認知症が進行してからでは、家族もどう対応していいのか困ってしまう場合もあります。
簡単な問題ではありませんが、家族や弁護士と相談して、自分の希望する生活が送れるように準備しませんか。

https://saitamasogo.jp/archives/87015
https://saitamasogo.jp/archives/86972


弁護士　月岡　朗

２０１８年を忘れない！（弁護士　牧野　丘）
2018年は、私にとって生涯忘れ得ぬ年になりました。３人の子のうち長男と長女が良縁に恵まれて結婚し、生涯初めてモーニングなる
服を着ました。２月には南青山のブルーノート東京というあまりにも有名なジャズの殿堂の舞台に生涯初めて立ち（ただし１５分間です）、
３００人超のお客さんの前でアルトサックスを演奏しました。ほんの僅かですがアドリブでソロを吹いたりしました。夢ごごちでした。
６月には生涯初めての入院と手術。危機でした。ご心配いただいた方には改めて心よりの感謝を申し上げます。今はすっかり回復しました。
そして１０月からは法テラス埼玉の所長に就任。

決して嬉しいことばかりではなく山あり谷ありでしたが、今ではそのすべてが喜びに感じられています。本当に多くの「気づき」がありま
した。
なんと多くの人に助けられながら生きていることか。あるいは逆に何という偶然の重なりの中で生かされていることか。
「生きていることの大切さ」などと言葉にしてしまうと何とも陳腐になってしまいますが、自分以外のいろんな力によって成り立っている
ことを自覚すると、逆に日々の自分にまっすぐ向き合って大事にし、他人にも優しくしなければという気持ちになります。

弁護士　牧野　丘

音楽と共に(弁護士　谷川　生子)
「Sogo Music Festa 2018」開催の翌日に、この原稿を書いています。事務所初の音楽会の試みで、昨夜は大いに盛
り上がりました。歌や踊り、リコーダーの合奏、ピアノ、サックス、ギター、ハーモニカのソロ、アンサンブル、最後は「見上げてごらん
夜の星を」を皆で歌って、楽しい会となりました。私もアンサンブルに参加し、サックス、トロンボーン、ギターのメンバーと一緒に、拙
いピアノを弾かせて頂きました。出来はともかく、最後までなんとか弾くことができました。
中学生の頃、校内合唱祭でピアノ伴奏中に突然手が止まってしまった経験を持つ私としては、トラウマを克服？した記念すべき日といえます
（クラス自体は合唱祭で優勝したのでセーフ）。高校時代は吹奏楽部で３年間、ホルンを吹いたり、昔は楽器が身近にありましたが、音楽
の力をしみじみ感じたのは弁護士になってからです。
あくせく働く弁護士も、病気や経済的困窮で苦しむ人も、毎日の生活の中で触れる音楽に救われていたりします。人間には、健康で「文化
的な」生活がどうしても必要なのです。
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https://saitamasogo.jp/archives/86961


弁護士　谷川　生子

憲法を公務員に読ませよう（弁護士　高木　太郎）
埼玉総合法律事務所では、昨年、所員全員が参加する事務所会議で、憲法全文（前文ではありません）の輪読会をやりました。弁護士にとっ
ては久しぶりで新鮮で、事務局の人の中には、まだ読んだことがなかった人もいたのではないでしょうか。
国や市町村のレベルで考えると、公務員は、憲法の尊重擁護義務を負っています。まずは、憲法全文を繰り返し頭に入れてもらうことが重
要で、毎年年頭に当たり、首長や議員を筆頭に、部課ごとに輪読会をするなどを義務化してはどうでしょうか。憲法そのものに根拠がある
わけですから、日の丸を掲げ君が代を歌うより先に実行すべきもののように思えます。
加えて、将来、公務員になり、あるいは公務員に憲法尊重擁護義務を突きつける立場になる子供たちにも憲法を知ってもらう必要は大きい
ので、中学校では、毎年、新学期か、夏休みか、新年にあたって、憲法を学ぶことを実施したらいいのではないかと思います。

 

弁護士　高木　太郎

石橋を叩いて渡る　(弁護士　竹内　和正)
昨年は、なんだか、これまでに正面から向き合えずにこなしてしまった仕事が、利子をつけてもどってきたような１年でした。トラブルが
おこるたびに、してこなかったり、できなかったりしたことに、一つ一つ向き合うことになった気がします。
矢面に立たないように、「石橋を叩いて人に渡らせる」と友人から評されるほど（※誉め言葉だと思っていました）注意深く生きてきたつ
もりでしたが、誠実に対応せず、踏み倒した借金は、必ず、後で請求が来るんだなと実感しました。
また、比喩ではなく実際に、生前に父が連帯保証をしていたと請求書も届きました。これもなんとか昨年解決できましたが・・・大変だっ
たな。
当事務所には主流派、反主流派という棲み分けがあり、主流派の条件は実家があまり裕福でないことです。主流派の大看板である梶山先生
から「竹内は親父の生命保険で弁護士になった（※これは事実です）」と喜ばれるたびに、僕は梶山先生ほど貧乏じゃなかったので肩身の
狭い思いをしてきましたが、今後は堂々と主流派を名乗ることができそうです。

なんとか、無事に今年を迎えられてほっとしていますが、昨年は眉間にしわを寄せていることが多かった気がします。
にこやかでいること。嘘をつかないこと。今年、弁護士になって10年になるようですが（※信じられません）、よい仕事をするために必
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要だと実感していることです。今年は、できるだけ覚悟をもって、明るく誠実にやっていきたいと思います。

弁護士　竹内　和正

言葉の壁（弁護士　鈴木　満）
弁護士になってから、言葉の持つ意味に敏感になりましたが、若者の言葉は難しいですね。「ワンチャン」や「卍」は多義的なもののよう
で、私は、未だに使いどころがよくわかりません。このように言葉の中には多義的なものもあり、適切な場面で適切に言葉を使わないと、
真意が伝わらず、対立が生じることがあるように思います。

日本語同士でも、言葉足らずや言葉遣いが原因で対立が生じるのですから、日本語と外国語であればその傾向はより強くなり、対立が生じ
やすいと思います。
先日、日本政府の試算では、５年間で最大約３５万人の外国人の受け入れを見込んでいる旨の報道が出ました。平均すると１年間で約７万
人もの増加です。来日が想定される外国人が使用する言葉も、東南アジアだけでも、中国語、ベトナム語、タガログ語、クメール語、ネパー
ル語などがあり、南米、アフリカも含めれば、さらに多くなります。日本語をある程度話せることを前提に入国を認めることになるとは思
いますが、それでも日本人と外国人のコミュニケーションの問題は大きなものになってくるでしょう。

外国人の方の法律相談でも、慎重に言葉を選べば日本語でもコミュニケーションがとれることもありますが、どうしても微妙なニュアンス
というものは、なかなか伝わらないことがあります。今後、急激に外国人が増加することが考えられます。よりよいリーガルサービスを提
供できるように、今年は積極的に外国語にチャレンジしてみようと思います。

弁護士　鈴木　満

時間をつくる　（弁護士　古城　英俊）
２０年ほど前、荒川土手をサイクリングしていると、ロードレーサーに乗った６０歳くらいのおじさんから一緒に走ろうと声をかけられた
ことがあります。スピードも速く、おじさんは元気で活き活きとしていました。荒川土手にはよく走りに来るのか、と聞かれ、なかなか時
間がなくて、と答えると、「時間はつくるもんだよ」と。そのときは、そうは言っても司法試験の勉強をしていて忙しいんだから、と心の
中で言い訳をしていました。
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弁護士になってからは、夜遅くまで仕事があり、体を動かす時間もなく、運動不足のまま７年が経ってしまいました。これまでも運動不足
を反省し、何かしようと思っていましたが、気がつくと、仕事で忙しいから、通勤時間が長いから、などということを理由に、何もしない
ままでした。

昨年末、今年１月の駅伝大会に誘われ、それをきっかけに走り始めました。あのときのあの言葉を思い出し、なんとか時間をつくっていま
す。久しぶりに走ると、自分の体の重さを実感……。走って汗をかくと、気分も良くなり、体も軽くなった感じがします。仕事も良い方向
に向かうと信じて、今年は体を動かす時間をつくろうと思います。

弁護士　古城　英俊

奨学金・保証人２倍請求問題　（弁護士　鴨田　譲）
2018年11月1日の朝日新聞に「奨学金、保証人の義務『半額』なのに…説明せず全額請求」という記事が掲載され、私たち奨学金問
題に取り組む支援者の間に激震が走りました。
まず、日本学生支援機構の奨学金は、借りる時に保証を付ける必要があり、人的保証か機関保証かを選択します。人的保証の場合は、連帯
保証人（原則父か母）、保証人（叔父、叔母など）の2人を付ける必要があります。そして、保証人が2人いる場合、連帯保証人は奨学金
全額の支払義務を負いますが、保証人は半額しか支払義務を負わないことが民法で定められています（「分別（ぶんべつ）の利益」と呼ば
れます）。
それにもかかわらず、機構はこれまでに保証人に対し半額しか支払義務を負わないことを説明せずに全額請求しており、過去8年間で延
べ825人に総額約13億円を請求し、9割以上が全額返済に応じていたことが分かったのです。
この記事が掲載された翌日、機構は、自ら返還請求をしてきた一部の保証人のみに対して支払うという救済策を発表しましたが、機構自ら
保証人に知らせるわけではありませんし極めて不十分な内容です。
今後、保証人が支払った『過払金』を機構から返還してもらう必要があります。

弁護士　鴨田　譲
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